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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき

粗骨材の骨格構造を考慮したアスファルト混合物である、砕石マスチックアスファルト混合物（ＳＭＡ）は、耐摩耗

性、耐流動性にすぐれた混合物として広く利用され、さらに水密性を考慮することにより、防水層としても利用されて

いる。その混合物性状は、粗骨材の骨格構造の間隙に細骨材、フィラー、アスファルト等からなるアスファルトモルタ

ルを充填し骨材骨格を安定させることで得られる。本検討では骨格構造を密にするため間隙率が最小となる粗骨材

配合を求め、ホイールトラッキング試験を行い混合物配合の検討を行った。

２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要

２．１混合物配合

本実験で検討するＳＭＡの粗骨材配合は、粗骨材同士の間隙率が最も小さくなるように、各粗骨材の混合割合を

変化させた単位体積重量試験により間隙率が最小となる配合とした 。粗骨材配合比率と間隙率の関係を図－１に１） ２）

示す。図－１より５号砕石：７号砕石＝６０：４０のとき間隙率が最小となり、この５号砕石と７号砕石のみを使った粗骨

材配合を基本骨格とした混合物配合について検討した。

粗骨材の間隙を充填するマスチック配合において、細骨材には粗目砂、フィラーに石灰石粉、バインダにストレー

トアスファルト６０－８０を使用した。本検討においてはフィラーの配合割合は一定とし、合成粒度を２．５ｍｍ通過量で

２５、３０、３５％の３粒度設定した。図－２に検討したＳＭＡの合成粒度を示す。

２．２実験方法

図－２に示す骨材配合でアスファルト量を変化させて、ローラーコンパクターによりホイールトラッキング供試体を作

製し試験を行った。ローラーコンパクターによる転圧においては、現場施工のタイヤローラによる転圧を近似させるた

めゴムマットを敷いての転圧を行った。

図－１ 粗骨材配合比率と間隙率の関係 図－２ 合成粒度
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３．実験結果と考察３．実験結果と考察３．実験結果と考察３．実験結果と考察

図－３は各骨材配合を粗骨材間隙率で示し、それぞ

れ空隙率と動的安定度（以下、ＤＳ）の関係を示したも

のである。なお本検討における空隙率の変化はアスフ

ァルト量の変化によるものである。図－３より各配合の空

隙率とＤＳの関係を見るとそれぞれ傾向が異なり、２．５

通過が３５％の場合は空隙率が低下するに従ってmm
ＤＳも低下するが、２．５ 通過が３０％の場合は上にmm
凸の曲線となり、２５％となると空隙率が低下してもＤＳ

が上昇する傾向が見られる。

図－４には図－３の関係から近似式により求めた、空

隙率２、４、６％における粗骨材間隙率とＤＳの関係を示

す。図－４より空隙率の違いにより、ＤＳが最大値を示す

/mm粗骨材間隙率は異なるが、値はいずれも３０００回

程度を示しほとんど差はない。また空隙率が低くなるに

従って、ＤＳの最大値を示す粗骨材間隙率は小さくなる

傾向にある。防水性を考慮したＳＭＡのように空隙率を

低くする場合には、より粗骨材間隙率を小さくしてバイ

ンダで空隙を充填した方が耐流動性が得られることが

分かる。

図－５は各骨材配合におけるマスチック配合の、バイ

ンダ／細骨材とＤＳの関係を示す。図－５より粗骨材間

隙率の違いにより、マスチックの配合におけるバインダ

／細骨材とＤＳの傾向が異なることが分かる。粗骨材間

隙率を小さくする配合においては、細骨材に対してバイ

ンダの比率を大きくした方が耐流動性に優れていること

が分かる。

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

本検討における骨格構造を密にしたＳＭＡ混合物の

耐流動性についての結果を以下に示す。

・ＳＭＡの耐流動性は、粗骨材の間隙率、空隙率および

マスチック配合と密接に関係があることが分かった。

・防水性等を考慮して空隙率を低くした場合は、粗骨材

間隙率を小さくし、マスチック配合におけるバインダ容

積の比を大きくすることで耐流動性は向上する。

使用する粗骨材の粒径や形状によって、形成する間

隙の大きさが変化するので、最適なマスチック配合も異

なることが予想される。今後はマスチック配合における

細骨材形状やフィラーおよび添加材等の検討を行いた

い。

図－３ 空隙率とＤＳの関係

図－４ 粗骨材間隙率とＤＳの関係

図－５ バインダ/細骨材比率とＤＳの関係
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